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２ ビジョンの対象期間と目標

本ビジョンの対象期間は、平成 21 年度から平成 32 年度までの 12 年間とします。

なお、環境や社会情勢の変化、ビジョンの進行状況に対応するために、必要に応じビジョン

を見直します。

目標年次は、中間目標と最終目標を設定します。

マイナス６％とは、原油換算でドラム缶（200ℓ）の約６万 9,000 本分の削減量に相当し

ます。

中間目標は、京都議定書の第一約束期間の最終年度である平成 24 年度（2012 年度）とし

ました。

基準年度は、現段階で東京都の算定手法に基づくエネルギー消費量が把握できる直近の年度

である平成 17 年度（2005 年度）比とします。

マイナス２５％以上とは、原油換算でドラム缶（200ℓ）の約 28 万 6,000 本分の削減量

に相当します。

最終目標は、東京都環境基本計画の目標年次である平成 32 年度（2020 年度）としました。

※１ 中間目標は、第４章で示します基本的な施策と具体的な取り組みを計画的に実行することによって得られ

たエネルギー消費量を積算し、基準年度と比較しました目標値マイナス６％となっています。国の目標は、

基準年度が違いますが市も同じマイナス６％としています。なお、平成２年度（参考値）と平成 24 年度

（中間目標）を比較しますと、エネルギー消費量は 34.3％の増加となっています。

※２ 最終目標は、基本的な施策と具体的な取り組みをさらに充実、拡大させ、よりエネルギー使用を抑制した

低炭素社会づくりを目指した目標値マイナス２５％以上となっています。東京都では東京都環境基本計画

（平成 20 年３月）として、2020 年までに温室効果ガス排出量を平成 12 年度比で 25％削減と同じ削減

率となっています。なお、平成２年度（参考値）と平成３２年度（最終目標）を比較しますと、エネルギー

消費量は 7.1％の増加となっています。

中間目標年次 平成２４年度（２０１２年度）

マイナス６％※１

（基準年度比でエネルギー消費量及び二酸化炭素排出量を削減します）

最終目標年次 平成３２年度（２０２０年度）

マイナス２５％以上※２

（基準年度比でエネルギー消費量及び二酸化炭素排出量を削減します）
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表３．２ 小平市の部門別二酸化炭素排出量推計値（平成17年度）

単位：トン／年

部門 電力 都市ガス 石油系燃料 その他 合計 割合

民生 家庭 140,194 63,726 23,996 0 227,916 34.7％

業務 87,647 20,561 6,472 0 114,680 17.5％

産業 120,226 69,681 30,232 209 220,349 33.6％

運輸 8,898 0 84,537 0 93,435 14.2％

合計 356,966 153,968 145,237 209 656,381 100％

（2）小平市の省エネルギー可能性量

小平市での省エネルギーの可能性量は以下のとおりです。小平市全体で 7.8％の省エネルギーが

期待できます。

表３．３ 小平市の省エネルギー可能性量

部門 省エネ項目
エネルギー消費量

(GJ)

省エネ率

(%)

導入率

(%)

削減量

(GJ)

削減率

(%)

大規模事業者省エネ対策 2,516,828 14.0 100 352,356

小規模事業者省エネ対策 490,656 10.0 25 12,266

産業部門

小 計 3,007,484 364,622

12.1

省エネ行動 3.2 45 43,404

家電製品等の買い替え 8.6 26 67,397

住宅の建て替えによる省エネ

性能向上 9.0 17 46,117

家庭

小 計

3,014,174

156,918

5.2

省エネ対策 7.0 29 25,727

手法による省エネ 3.2 80 32,444

業務

小 計

1,267,341

58,171

4.6

省エネ対策（ESCO対象3施設） 21,595 14.0 100 3,023

省エネ対策（その他施設） 65,834 7.0 50 2,304

手法による省エネ 3.2 100 2,798

民生

業務

(公共)

小 計 87,429 8,125

9.3

運輸 手法による省エネ 1,350,754 24.0 32 97,160 7.2

合計 8,727,181 684,996 7.8

（注）導入率は、市民アンケートの結果を踏まえて設定しています。（詳細は資料編第４章を参照。）
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（3）小平市の新エネルギー可能性量

小平市は、地理的・気象的に目立った新エネルギーの特徴を有していませんが、民生家庭部門に

おける住宅などが多いことから、太陽エネルギーの利用が最も有効と考えられます。また、住宅や

業務施設へは革新的エネルギー高度利用技術の導入も期待されます。

ある条件の下、新エネルギーや革新的エネルギー高度利用技術を導入した場合に想定されるエネ

ルギーの量を表３．４に示しました。

表３．４ 新エネルギー可能性量

利用可能量 利用可能量設定条件

99,529 (GJ/年)

(27,647 (MWh/年))

4kW の太陽光発電を全居住住宅の25%、公

共施設に設置
太陽エネルギー

45,742 (GJ/年)
3㎡の太陽熱利用システムを全世帯の

25%、宿泊施設、病院に設置

1,854 (GJ/年)

(515 (MWh/年))
発電利用（コージェネを想定）

生ごみ

4,633 (GJ/年) 排熱利用（コージェネを想定）

バイオマス

エネルギー
※１

ＢＤＦ※２ 847 (GJ/年) 熱利用

クリーンエネルギー自動

車※３ 275,014 (GJ/年)
市のガソリン乗用自動車を100%ハイブリ

ッド車に転換

コージェネレーション※４

燃料電池
85,643 (GJ/年)

民生家庭部門の25%にコージェネレーシ

ョンを導入

ヒートポンプ式給湯器※５ 58,303 (GJ/年)
民生家庭部門の25%にヒートポンプ式給

湯器を導入

合  計

発電  101,383 (GJ/年)

（28,162 (MWh/年))

熱利用 470,182 (GJ/年)

（ドラム缶換算値：75千缶）

※１ バイオマスエネルギーとは、植物・動物の細胞組織、動物の排泄物など、生物由来の有機物をエネルギーとし

て利用することです。古くから薪、木炭、家畜のふんなどが燃料として使われてきました。

※２ ＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）とは、食用油をメタノールと反応させメチルエステル化し、粘性と引火点を

低くし、脂肪酸メチルエステルという軽油に似た症状に変えたディーゼル自動車の燃料のことです。

※３ クリーンエネルギー自動車とは、排ガスによる二酸化炭素、窒素酸化物などの排出が少なく、エネルギーの利

用効率が高い電気自動車、ハイブリッド自動車、天然ガス自動車などの車のことです。

※４ コージェネレーションとは、発電によって発生する排熱を給湯や冷暖房に利用する熱電併給システムのことで

す。

※５ ヒートポンプとは、冷媒（二酸化炭素）の圧縮、凝縮、膨張、蒸発を繰り返して、低温の熱源から熱をくみ上

げて高温の熱源にする機器のことです。
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２ 民生家庭部門

民生家庭部門のエネルギー消費量は、小平市全体の 35％を占め、最大のエネルギーを消費し

ている部門となっています。現在、人口、世帯数ともに増加傾向にあり、電力やガスの需要も増

加していることから、民生家庭部門でのエネルギー対策が最も重視する分野と考えています。

市では平成 16 年３月に市民版環境配慮指針

を策定し、エコダイラネットワークなどにより

二酸化炭素排出削減のための省エネ施策に取り

組んできましたが、図３．２の市民アンケート

結果からは、市民の認知度は低くなっています。

そこで、家庭でできるエネルギー対策として、

家電製品の購入やライフスタイルの変革などが

考えられますので、すべての市民が環境に配慮

した省エネ機器の購入ができるよう啓発に努め

ることが重要です。

今後は、本ビジョンの策定を契機として、環

境家計簿への市民参加をさらに呼びかけ、今ま

で以上の省エネ行動が行えるように取り組んで

いくことが必要となります。

【施策展開の方向性】

・エコダイラネットワークの強化による省エネルギー行動の着実な実践

・太陽光発電の積極的な導入

３ 民生業務部門

（1）業務部門

民生業務部門のエネルギー消費量は、小平市全体の約 16％となっています。

建物用途別の延べ床面積比では、学校が 36％を占め、次に事務所ビルとなっていますが、用

途別エネルギー消費比率では、事務所ビルが最大となり 32％、次に学校と病院が 14％となって

います。

そこで、市内に学校が多いという特徴があることから、学校を核としたエネルギー対策を図り、

地域に広げていくことが、地域性を反映したプロジェクトと考えています。

3.知らない
80.4%

1.知ってお
り、参加した
ことがある。

3.0%
2.知っている
が、参加した
ことはない。

12.2%

4.必要がない
0.4%

無回答
4.0%

用途別延床面積比

学校
36%

その他の
サービス

15%

ホテル
2%

病院・
医療
14%

事務所
ビル
32%

大型
小売店

3%

飲食店
3%

その他の
卸小売業

4%

用途別エネルギー消費構成比

学校
14%

その他の
サービス

23%

その他の
卸小売業

3%飲食店
8%

大型
小売店

3%

事務所
ビル
32%

病院・
医療
14%

ホテル
3%

図３．３ 民生業務部門の用途        図３．４ 民生業務部門の用途別

別延床面積比                エネルギー消費構成比

図３．２ エコダイラネットワークの環境家計簿認知度
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【施策展開の方向性】

・事業所の省エネ診断、省エネ研修会の普及による省エネ行動と省エネ対策の促進

・大学と連携した学校内での省エネ行動の実施

（2）公共部門

市の公共施設が使用していますエネルギー消費量は、約 86TＪ、二酸化炭素排出量は、約

6,600 トンとなり、民生業務部門のそれぞれ

6.4％、5.8％程度となっています。公共施設

は、民生業務部門の中でも比較的大きな割合を

占めているので、積極的なエネルギー対策が必

要と考えています。

特に、図３．５に示すとおり、電力が半分を

占めていることから、太陽光発電の導入や電気

利用設備の効率化などの対策、運用面での削減

などが必要となります。

また、市民アンケート結果からも、公共施設

での省エネルギーの取り組みについては３人に

２人が推進するべきとし、半数以上の市民が太

陽光発電などの新エネルギー導入に期待を寄せ

ています。

図３．５ 本市公共施設のエネルギー源構成比

平成 17年度～19年度平均

【施策展開の方向性】

・率先した省エネ・新エネへの取り組みの推進

・公共施設の省エネ改修、ＥＳＣＯ事業※１の導入検討

・公共施設への太陽光発電システム機器等の新エネルギーの導入

・環境学習とあわせた普及啓発事業のさらなる推進

・フィフティ・フィフティ制度※２など、学校における取り組みのインセンティブ（動機付け）

の導入

・公共施設の駐車場の有料化による自動車利用の抑制

・確実な進行管理の実施

※１ ＥＳＣＯ事業とは、エネルギーサービス会社の略で、工場やビルの省エネルギーに関する診断をはじめ、方策

導入のための設計・施行、導入設備の保守・運転管理、事業資金の調達などの包括的なサービスを提供し、それ

までの環境を損なうことなく省エネルギー改修工事を実現し、その結果得られる省エネルギー効果を保証するサ

ービスのことです。

※２ フィフティ・フィフティ制度とは、光熱水費の節減分の一部を学校などの省エネ新エネ機器や緑化予

算などに還元する仕組みです。ドイツで始まり、全国の 2,000 校以上で実施され、環境教育の大き

な役割を担っています。

公共施設のエネルギー源構成比　H17～H19平均

都市ガス
33%

電力
51%

A重油
3%

灯油
6%

軽油
0%

LPG
7%
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